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鎌
倉
市
文
化
協
会
創
立
60

周
年
記
念
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
１
月
10
〜
13
日
、
鎌
倉

芸
術
館
で
開
か
れ
る
。

　
初
日
の
10
時
か
ら
同
館
で

鎌
倉
市
長
や
市
教
育
長
を
迎

え
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
る
。

　
期
間
中
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
書
道
・
華
道
・

写
真
・
鎌
倉
彫
・
美
術
・

演
劇
・
芸
術
の
各
団
体

の
展
示
と
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
園
芸
講
座
、

オ
カ
リ
ナ
演
奏
な
ど
。

　
小
ホ
ー
ル
で
▽
10

日
13
時
鎌
倉
交
響
楽

団
、
14
時
30
分
三
曲
、

15
時
35
分
謡
曲
、
16

時
10
分
詩
吟
仕
舞
、

▽
11
日
12
時
シ
テ
ィ

ブ
ラ
ス
、
13
時
民
謡

民
舞
、
13
時
50
分
リ

コ
ー
ダ
ー
コ
ン
ソ
ー
ト
、
ア

ン
サ
ン
ブ
ルSea

、
ア
ン
サ

ン
ブ
ルBee

、
14
時
45
分

音
楽
ク
ラ
ブ
、
15
時
40
分
合

唱
の
各
団
体
の
公
演
。

　
同
文
化
協
会
は
１
９
６
４

年
（
昭
和
39
）
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
に
、
鎌
倉
市
の

関
連
部
署
が
園
芸
・
写
真
・

書
道
・
演
劇
の
愛
好
者
た
ち

を
連
盟
や
協
会
と
し
て
独
立

さ
せ
、
す
で
に
活
動

し
て
い
た
「
鎌
倉

音
楽
ク
ラ
ブ
」「
鎌

倉
美
術
家
協
会
」

な
ど
と
と
も
に
組

織
化
し
て
発
足
。

市
民
文
化
祭
や
市

展
の
企
画
運
営
を

担
う
よ
う
に
な
る
。

鎌
倉
交
響
楽
団
、

芸
能
連
盟
、
華
道

連
盟
な
ど
が
次
々

と
参
加
し
、
現
在
、

19
団
体（
５
９
８
０

人
）
が
加
盟
し
て

い
る
。

　
同
協
会
の
中
島

和
子
会
長
は
、「
市

民
の
皆
様
に
文
化
協
会
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
文
化
・

芸
術
を
身
近
な
も
の
と
し
て

感
じ
て
ほ
し
い
」
と
意
気
込

み
を
語
る
。

鎌倉市文化協会 60 周年
芸術館で記念フェスティバル

郷
土
の
宝
も
の
伝
え
よ
う

「
逗
子
か
る
た
」
誕
生

　
２
０
２
４
年
の
第
33
回

「
那
須
良
輔
風
刺
漫
画
大
賞
」

の
一
般
部
門
の
大
賞
に
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、

鎌
倉
朝
日
の
広
告
制
作
担
当

の
伊
藤
文
人
さ
ん
（
74
）
の

作
品
が
選
ば
れ
た
。

　
同
漫
画
大
賞
は
那
須
良
輔

の
故
郷
・
熊
本
県
球
磨
郡
湯

前
町
の
湯ゆ

の
前ま
えま
ん
が
美
術
館

が
１
９
９
４
年
か
ら
開
催
し

て
い
る
コ
ン
テ
ス
ト
。
今
年

は
全
国
か
ら
６
４
０
点
（
一

般
２
６
４
、
ジ
ュ
ニ
ア
中
学

生
２
２
５
・
小
学
生
以
下

１
５
１
）
の
応
募
が
あ
り
、

昨
年
10 

月
に
鎌
倉
で
審
査

会
が
開
か
れ
た
。
鎌
倉
は
那

須
良
輔
が
晩
年
を
過
ご
し
た

ゆ
か
り
の
地
。
審
査
に
は
鎌

倉
在
住
の
漫
画
家
・
二
階
堂

正
弘
さ
ん
ら
が
あ
た
っ
た
。

　
伊
藤
さ
ん
の
作
品
は
「
ア

イ
ド
ル
の
ポ
ス
タ
ー
？
」
の

タ
イ
ト
ル
で
、
ク
マ
出
没
の
話

題
が
頻
繁
に
上
が
っ
た
昨
年
の

世
相
を
表
し
た
ク
マ
の
イ
ラ
ス

ト
。
伊
藤
さ
ん
は
、
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
（
主
に
さ
か
さ
絵
、

さ
か
さ
文
字
）
を
研
究
。
全

国
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
コ
ン
ペ

優
秀
賞
な
ど
受
賞
多
数
。
著

書
に
『
ま
さ
か
さ
か
さ
ま
』

『
ま
じ
さ
か
さ
じ
ま
』
な
ど
。

　
伊
藤
さ
ん
は
「
10
数
年
前
か

ら
応
募
し
て
い
て
、
11
年
前
に

２
位
に
な
っ
た
。
大
賞
は
初

め
て
で
心
の
底
か
ら
喜
び
が

沸
き
上
が
っ
て
い
る
」
と
感

謝
を
述
べ
た
。

　
　
　
　
那
須
良
輔
風
刺
漫
画
大
賞
を
受
賞
し
た

　
　
　
　
伊
藤
さ
ん
の
「
ア
イ
ド
ル
の
ポ
ス
タ
ー
？
」

伊
藤
文
人
さ
ん
が
大
賞

那
須
良
輔
風
刺
漫
画
大
賞

　
逗
子
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
市
民
団
体
「
逗
子
ま
ち

な
か
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
「
逗

子
か
る
た
」
を
今
月
末
か
ら

発
売
す
る
。

　「
逗
子
の
宝
も
の
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
制
作
委
員

会
の
5
人
が
1
年
が
か
り
で

取
り
組
ん
だ
。
ま
ず
は
、
同

会
が
約
5
年
前
に
発
行
し
た

冊
子
「
知
っ
得
ず
し
Ｑ
＆

Ａ
」
の
内
容
を
含
め
、自
然
、

歴
史
、
文
学
、
寺
社
な
ど
を

読
礼
に
ま
と
め
た
。
51
枚
の

絵
札
を
描
い
た
の
は
逗
子
在

住
50
年
の
洋
画
家
佐
藤
泰

生
さ
ん
（
79
）。
初
め
て
の

か
る
た

絵
づ
く
り

に
「
何
度

も
取
材
に

行
っ
た
。

誰
を
対
象

に
描
く
の

か
わ
か
ら

な
い
か
る

た
絵
は
難
し
い
」
と
話
す
。

　
幅
広
い
年
代
で
楽
し
く
遊

び
な
が
ら
、
郷
土
の
知
識
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

る
た
に
は
、
解
説
書
も
添

付
。
小
山
涼
子
制
作
委
員
長

（
66
）
は
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
も
実
施
中
で
、

各
施
設
な

ど
に
も
寄

付
し
て
、

春
に
は
か

る
た
大
会

も
行
い
た

い
」
と
話

す
。

　
逗
子
市 佐藤さん（中央）と「逗子かるた」制作委員

観
光
協
会
で
も
販
売
予
定
。

１
８
０
０
円
（
税
込
）。
問

合
せ
田
中
さ
ん
☎
０
９
０
・

６
１
１
４
・
１
７
４
８ 

（
Ｋ
）

神
武
寺
開
創
１
３
０
０
年

 

記
念
大
開
帳

　
鷹
取
山
に
連
な
る
東
逗
子

の
山
中
に
聖
武
天
皇
の
命
を

受
け
た
行
基
が
７
２
４
年
に

創
建
し
た
と
伝
わ
る
医
王
山

神
武
寺
は
あ
る
。
奈
良
時

代
か
ら
続
く
古
刹
の
大
き

な
節
目
を
記
念
し
た
開
創

１
３
０
０
年
の
大
開
帳
が
昨

年
11
月
18
日
か
ら
１
週
間
執

り
行
わ
れ
、
約
２
千
人
が
山

岳
信
仰
の
面
影
を
残
す
聖
地

へ
と
足
を
運
ん
だ
。

　
最
終
日
の
24
日
に
は
薬
師

堂
で
特
別
法
要
が
行
わ
れ

た
。
22
人
の
稚
児
行
列
に
続

き
、
神
奈
川
天
台
仏
教
青
年

会
の
９
人
の
僧
侶
に
よ
る
平

安
時
代
の
仏
教
音
楽
「
天
台

声
明
」
で
の
法
要
が
あ
り
、

境
内
は
参
詣
者
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
。
普
段
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
本
尊
薬
師
如
来

像
、
10
月
23
日
に
新
た
に
市

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
十
一
面
観
音
菩
薩
像
も
特

別
公
開
さ
れ
注
目
を
集
め

た
。
明
治
期
の
神
仏
分
離
の

折
に
鎌
倉
の
荏
柄
天
神
社
か

ら
同
寺
へ
遷
さ
れ
た
と
伝
わ

る
十
一
面
観
音
菩
薩
像
は
像

高
54
・
５
㎝
の
ヒ
ノ
キ
造
り

で
運
慶
の
流
れ
を
汲
む
慶
派
仏

師
の
作
。

　
１
時
間
の
法
要
を
終
え
た
土

屋
慈
恭
住
職
は
「
１
３
０
０
年

続
く
伝
承
を
大
切
に
、
こ
の
先

も
百
年
、
千
年
ま
で
お
詣
り
い

た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
」

と
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
た
。

　
同
寺
は
客
殿
の
屋
根
の
改

修
勧
進
事
業
で
瓦
に
名
前
が

墨
書
き
さ
れ
る
「
瓦
奉
納
」

を
１
枚
５
千
円
か
ら
募
っ
て

い
る
。
１
万
円
以
上
の
寄

付
者
は
落
慶
法
要
に
招
待
。

問
合
せ
同
寺
☎
０
４
６
・

８
７
１
・
４
５
６
５ 

（
Ｋ
）

  

６
５
５
人
が
力
走

    

第
40
回
葉
山
駅
伝

　
葉
山
恒
例
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
「
葉
山
駅
伝
２
０

２
４
」
が
昨
年
12
月
8
日
に
行

わ
れ
、
過
去
最
大
の
１
３
１

チ
ー
ム
６
５
５
人
が
沿
道
の

応
援
を
受
け
快
走
し
た
。

　
一
色
小
学
校
と
周
辺
道
路
の

約
２
㎞
の
周
回
コ
ー
ス
で
は
、

小
学
生
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
一
般

女
子
、
中
学
生
、
一
般
総
合

な
ど
の
種
目
別
に
５
人
１
組

が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
レ
ー
ス

を
展
開
。
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
観
客
を
含
め
会

場
に
は
約
２
千
人
が

集
ま
っ
た
。

　
同
大
会
は
町
民
駅

伝
と
し
て
今
年
40
回

目
を
迎
え
た
が
、
一

色
小
に
メ
イ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
を
移
す
以
前

は
町
内
の
中
学
生
や

野
球
チ
ー
ム
な
ど
か

ら
走
者
を
集
め
行
っ

て
い
た
。
２
０
０
８
年
か
ら

は
町
内
の
企
業
や
店
舗
な
ど

を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
、
大

会
運
営
費
の
約
半
分
を
賄
う

形
で
公
費
に
頼
ら
な
い

方
式
を
確
立
。

　
町
ぐ
る
み
の
駅
伝
ら

し
い
各
賞
が
半
数
以
上

の
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
、

中
学
総
合
の
部
で
優
勝

し
た
「
海
の
風
」
は
、

葉
山
中
３
年
の
２
人
を

中
心
に
三
浦
半
島
の
各

校
の
陸
上
部
員
で
初
参

加
。
全
体
で
も
２
位
の
タ
イ

ム
を
叩
き
出
し
「
普
段
の
ラ

イ
バ
ル
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

こ
と
は
新
鮮
だ
っ
た
」
と
笑

顔
で
肩
を
組
ん
だ
。
表
彰
は

各
種
目
上
位
６
位
。 

（
Ｋ
）

『
風
が
吹
き
、

　
日
が
暮
れ
て

　
　追
憶
・
風
景
』

日
野
　
研
一
郎
　
著

　
長
年
、
鎌
倉
の
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
院
長
と
し
て
市
民

の
命
を
見
守
っ
て
き
た
著
者

の
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
。

　
自
ら
撮
っ
た
風
景
写
真
に

「
独
白
」
と
し
て
詩
文
を
添

え
て
い
る
。
鎌
倉
や
東
京
、

関
西
、
故
郷
の
隠
岐
島
の
抒

情
的
な
風
景
写
真
は
「
こ
と

ば
」
と
の
共
鳴
、
融
和
な
ど

を
め
ざ
し
た
「
オ
ブ
ジ
ェ
」

と
い
う
。
著
者
の
郷
愁
へ
寄

せ
る
思
い
が
迫
っ
て
く
る
。

　
著
者
は
１
９
７
０
年
代

に
詩
誌
『
あ
ぽ
り
あ
」『
あ

ん
か
る
わ
』
に
参
加
し
、

１
９
７
６
年
詩
集
『
俳
優
』

を
刊
行
。
そ
の
後
医
師
と
な

り
、
50
年
診
療
を
続
け
た
。

鎌
倉
在
住
。
３
３
０
０
円

（
税
込
）、「
港
の
人
」
刊
☎

０
４
６
７
・
60
・
１
３
７
４

新刊

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

　「
乗
ら
な
い
車
が
あ
る
」

「
免
許
返
納
を
考
え
て
い
る
」

な
ど
、
車
の
手
放
し
を
お
考

え
の
方
に
お
す
す
め
な
の
が

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
。

　
地
域
密
着
型
の
買
取
専
門

店
と
し
て
、
細
や
か
な
対
応

と
納
得
の
高
額
査
定
で
多
く

の
方
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
市
内
、
近
隣
地
域
で
実

績
多
数
の
坂
野
代
表
が
ご
自

宅
ま
で
無
料
出
張
査
定
。
無

理
な
営
業
や
し
つ
こ
い
連
絡

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
査
定

金
額
に
納
得
い
た
だ
け
な
け

　
愛
車
を「
高
く
売
り
た
い
」

「
安
心
し
て
手
放
し
た
い
」

と
い
う
方
は
、
相
談
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

HP: hc-kamakura.jp

９
時
〜
18
時
・
定
休
日
な
し

納
得
の
査
定
額
と
安
心
感
を
両
立

車
売
る
な
ら
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

鎌倉朝日を見たとお伝えください

れ
ば
、
遠
慮
な
く
お
断
り
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
他
社

で「
古
い
」「
傷
が
多
い
」「
走

行
距
離
が
多
い
」
な
ど
の
理

由
で
査
定
額
が
つ
か
な
か
っ

た
場
合
で
も
、 

最
低
２
万
円

以
上（
１
６
０
０
㏄
以
下
は

５
千
円
以
上
） 

で
買
い
取
る

こ
と
を
お
約
束
。
契
約
後
の

減
額
は
一
切
な
く
、
代
金
は

そ
の
場
で
現
金
払
い
。
さ
ら

に
、
名
義
変
更
完
了
後
に
は

必
ず
通
知
書
を
お
届
け
す
る

た
め
、
最
後
ま
で
安
心
し
て

お
任
せ
い
た
だ
け
ま
す
。


